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１              校長 近藤 重善 

１   6年生と移動教室に行った際、りんご農家の方のお話を伺いま

した。台風などで深刻な被害を受ける度に、りんごを育てることを

やめてしまおうかと思ったそうです。しかし、何とかピンチを乗り越

え、今日まで頑張ってきているという内容でした。お聞きしながら、

各地で災害復興に努力している方々や、コロナ禍で頑張っている

医療関係者の方々の姿と重ね合わせていました。人間は、何度も

危機を乗り越え、それを繰り返し、積み重ねながら、目標に近付い

ていくものであるということを再認識した時間でした。 

今年度、仲六郷小学校は65周年を迎えました。周年をお祝い

するということは、たいへん嬉しいことです。これまで、多くの方々

に支えられ、たくさんの努力や苦労があり、その積み重ねの上に

この65周年が成り立っているからです。 

本校は1957年(昭和32年)に誕生しました。戦後の復興が

進み、日本はさらに国民生活の向上へと急速に発展していた時

代です。そのような時代背景の中で、地域の方々の「仲六郷に小

学校を」という長年の夢が実現しました。翌年に校章が、翌々年に

は校歌ができ、1966年には体育館とプールが完成します。

1970年以降は古くなった校舎の建て替えも行われています。

2013年には屋上可動式プールとトップコートの校庭も完成しま

した。これらは、現在も本校のシンボル的存在です。 

これから70、80、90周年と続き、現在の1～6年生が、42～

47歳になる2057年、100周年を迎えます。その頃、児童のみ

なさんがどんな大人になって、どんな活躍をしているのか、世の

中がどのように発展しているのかを想像すると、ワクワクしてきま

す 

何年、何十年後も今と同じように、またそれ以上に、元気で笑顔

がいっぱいの学校で

あり続けるために、こ

れからも一日一日の

積み重ねを大切にして

いきたいと思います。 
 
今年度も本校の1年間を振り返る「学校評価」を実施し

ます。皆様の声を、次年度の教育計画の参考とさせていた

だきます。後日、アンケートに関するお知らせを配布しま

す。回答しにくい項目のものもあるかとは思いますが、皆

様のおわかりになる範囲の評価でかまいません。コロナ禍

による様々な制限が少しずつ緩和され、多くの場所で人の

にぎわいが見られるようになりました。本校でも、終息に

向かっているという光を信じながら、そして引き続き感染

症対策を徹底しながら、教育活動を進めております。 

ぜひご協力お願いいたします。 

 

 

「すすんで仕事をしよう」   生活指導部  松橋 勇    

学校生活を送る中で、子どもたちには、さまざまな仕事があ

ります。学級では、係活動や日直、給食当番、清掃活動など毎

日の生活で必要な仕事をそれぞれ分担しています。高学年にな

ると、規模が広くなり、全校児童がより豊かな学校生活を送る

ために働く委員会活動があります。 

 係や当番、委員会の仕事など自分の仕事に責任をもって取り

組むことは、大事なことです。しかし、人から与えられる「仕

事」に留まるのではなく、みんなのために自分にできることを

考え、自発的に仕事を見つけ、働けるようになるとさらに良い

と思います。進んで働き、人のために働く喜びを感じられる子

どもたちに育ってほしいと願っています。 

 

 

 

1 火 （開校記念日） ６５周年記念集会  

2 水   

3 木 文化の日  

4 金 補習教室  校外学習予備日(1・2) ALT 

5 土 東京都教育の日  

6 日  開 

7 月 委員会活動 SC 

8 火 六郷工科見学(5)  補習教室  

9 水 午前授業 安全指導 小中一貫教育の会  

10 木  ALT 

11 金 避難訓練 補習教室 ALT 

12 土 学校公開日 読み聞かせ 土曜補習教室  

13 日   

14 月 クラブ活動 SC 

15 火 補習教室  

16 水 午前授業  

17 木 児童集会 色覚検査(4) ALT 

18 金 補習教室 ALT 

19 土 志茂田中新入生保護者説明会 PM  

20 日  開 

21 月  SC 

22 火 補習教室  

23 水 勤労感謝の日  

24 木 歩行者安全教室（1・2・3） ALT 

25 金 補習教室  下水道出前授業(4） ALT 
26 土   

27 日   

28 月 クラブ活動 SC 

29 火 補習教室  

30 水 駅伝交流会（志茂田小学校）  
 

 

 

大田区立仲六郷小学校 

令和４年１０月２５日 

校   長   近   藤    重   善  

11月の生活目標 

11月の主な学校行事 
 

 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日→SC  

外国人講師来校日 →ALT 

PTA校庭開放日 → 開 

積み重ねて６５周年 



 

 
                            

６年担任 菅野 政昭  
 

日々の教育活動には目標やねらいがあります。どんな力を身

に付け、何を育む活動か、目標やねらいを定め学習を計画したり

行事の内容を考えたりと意図的に教育活動に勤しんでいます。 

１泊２日と本来の宿泊日数に及びませんが、長野県東御市へ

移動教室に行くことができました。限られた時間と豊かな自然の

中で、何を学び育ませたいかを熟考し掲げたねらいは、「自然と

共生していく価値観の涵養を図る」「自主性、主体性、自立性、協

調性を養うとともに、自己有用感や自己効力感を育む」（一部

略）です。２日間の行程の中で、どう子どもたちの活動を支援す

ればねらいが達成されるか、計画し、子どもたちと過ごしました。

（行程の様子は本校HPに掲載） 

〇 子どもたちの振り返りより 

・山登りでは、あきらめないでねばり続ければきっといいことがあると

いうことを学んだ。今後は辛いからといって最初からあきらめないで

やることによってどんないいことがあるのかを考え、やりとおすというこ

とをしていきたい。 

・登山をとおして、みんなと協力したり、自然に触れたりするねらい

が達成できた。みんなで支え合い、大きな目標を達成することはこ

れから先もあると思うので、みんなで生かして頑張っていきたい。 

・山を登って、「あきらめなければ乗り越えられる」「人生は楽だけど

苦もある」「協力」ということを強く感じました。この３つは必ずこれ

からの生活に生かせる。すぐに終わった２日間でしたが、印象が強

く、楽しく、濃い２日間でした。 

・朝は弱いので、友達が協力してくれて何とかギリギリ支度が間に

合いました。移動教室では常に様々な人に協力してもらいました。

人間なんでもできる訳じゃない。それに気づかされたようでした。自

分が苦手なことは協力してもらい、自分が得意なことは常に相手

のために使いたいです。手を差し伸べられる人間に私はなります。 

６年生４４人が、ねらいに応じてこの２日間で何を学び、どんな

課題を得たか、それぞれの振り返りをもとに、これからの目標や

ねらいを掲げながら意図的に教育活動を行っていきます。 

 

 

栄養士 三枝 伸世  

平成２５年１２月、「和食」がユネスコ無形文化遺産に登録され

ました。日本より前に、この遺産に登録されたフランスやスペイン

では、児童・生徒たちへの食文化の継承が重視され、学校での食

育が熱心に行われているそうです。 

一方で、11月24日は「いい日本食」という語呂合わせから、

学校給食を通して、子どもたちに「和食」を伝えようと取り組みが

なされています。そのひとつに、１１月には、多くの学校で和食献

立が実施されています。本校の計画は、24日に「のっぺい汁」を

取り上げました。和食の味の基本である「だし（出汁）」をテーマ

にした郷土料理です。楽しみにしていてください。 

 「和食の日」だからと特別な献立にしなくても、日

頃から学校給食では、素材の持つ味を生かすように

調理するとともに、季節の行事に合わせた献立を大切にしていま

す。食育は、日々の生活と密接にかかわっているため、生きた教

材と言われます。ぜひ、ご家庭でも給食の献立を日々の食卓の参

考にしてください。それが子どもたちへの和食文化の継承につな

がります。 

 

  
  

5年担任  廣村 悠平    

１１月２１日（金）、５年生は 3年ぶりに開催された大田区立小学

校連合音楽会に出演し、仲六郷小学校の代表として、「どんなとき

も(合奏)」を演奏しました。授業だけでなく、休み時間や放課後にも

熱心に練習に励み、音楽室からはいつも楽しそうな演奏が聞こえ、

同じパートの友達と教え合いながら上達

していく姿に感心していました。 

他の学校の演奏を聴き、少しずつ緊張

感も増していく中、いよいよ出番です。舞

台に上がった５年生は、心を一つにして

一体感のある演奏を披露し、大きな拍手を頂くことができました。

終わった後は充実した晴れやかな表情でいっぱいでした。 

音楽の学習を通して、友達とかかわり合い、協働する楽しさや表

現するや喜びを感じることができました。この経験を生かして、今後

もいろいろなことに挑戦していってほしいと考えています。 
 

〇 ５年生児童の振り返りより（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とうぶ移動教室  6 年  

学校公開について 
日時 令和４年１１月１２日（土） 8：35～11：00 

各学級の授業内容については、後日配付する学校公開のお知

らせをご覧ください。 

 

 

 

お知らせ １１月２４日は和食の日  

連合音楽会  5 年  

持久走の取り組みについて 
日時 令和４年１１月７日（月）～１２月1日（木） 

２０分休みや体育の時間を使い、持久走に取り組みます。低学

年は 3分間、中学年は 4分間、高学年は５分間、自分のペース

で走ります。めあてをもって走り、仲間とお互いに励まし合いな

がら、最後まで根気よく運動する体力を養います。つきまして

は、体調管理や健康に支障がないように「持久走指導事前調

査」を行います。ご確認の上ご協力くださいますよ 

うお願いいたします。お子さんの体力向上へ向け 

て、前向きに取り組むことができるように、ご家 

庭でも励ましの声掛けをよろしくお願いいたします。 

・みんなに合わせることで、うまく音がまとまっていくことがわかった。 

・友達と良かったところやダメだったところを話し合ってしっかりと練習

できた。 

・みんなで助け合って、困ったことがあったら、演奏するときのように

助け合い合わせていく。 

・協力することで、できなかったことができるようになった。 

・合奏は一人ではできないけれど、協力すればできた。これからも

協力していろいろなことをやれたらいいと思った。 

・最初はできなかったけれど、あきらめずに頑張った。これからの生

活で最後まであきらめないことを生かしていきたい。 

・難しいことでも一生懸命努力を重ねれば、達成できることが合奏

を通して感じることができた。 



 

 


